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研究成果の概要（和文）：本研究では、類似した社会経済的な発展プロセスを経験する中で、いわゆる開発主義
的な福祉制度や実践経験を共有してきた東アジア3か国を研究対象に据え、とりわけ居住福祉政策と実践にかか
わる海外実地調査を中心に研究を進め、東アジアにおける居住福祉実践モデルの比較研究を行った。東アジア福
祉システムの分岐が進む中、居住福祉実践においても各国・地域では様々な類型が見られることを確認し、研究
の成果として、東アジア福祉システムにかかわる翻訳書、そして各国の居住福祉実践にかかわる実地調査の成果
を取りまとめた書籍を刊行した。なお、国際的な共同研究の交流に向けた都市間交流のプラットフォームの形成
に取り組んだ。

研究成果の概要（英文）：This research has concluded a comparative study of housing welfare practice 
models in East Asia, by focusing on three East Asian countries that are commonly categorized as 
developmentalist welfare regimes and that have undergone a similar pathway of socio-economical 
development. It has predominately focused on the practical experiences and welfare-related policies 
by means of international field studies. In line with the recent bifurcation of East Asian welfare 
systems, we have examined several types of housing welfare practices in each region/country. As 
major outcomes of this research, we have published a book translation on East Asian welfare systems 
and edited a book on the survey results of each country. We have also established an inter-city 
platform for international joint research.

研究分野：居住福祉政策論・アジア都市論

キーワード： 社会的排除　社会的包摂　包摂都市　居住福祉実践　東アジア　ソウル市　台北市　香港
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果、行政の支援策の有無如何による、民間の居住福祉実践の変容を確認することができた。居住困窮
層への居住支援分野においては、施設だけに偏った支援を乗り越え、地域での自立した生活を支えるための複合
的な居住支援にかかわる居住福祉の理論や実践モデルの開発や研究が進められていることを確認することができ
た。今後、各国における福祉システムの分岐による影響との関連で、居住福祉実践と経済的アクションを組み合
わせた、「社会開発アプローチ」という観点からの研究がさらに求められる。なお本研究では、こうした共同研
究や実践の経験共有を媒介できる国際共同のプラットフォームの構築を目指してきた点も大きな意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
1990 年代以降、「漫画喫茶」や「ネットカフェ」等を仮住まいとし、新たに社会的な対応が求め
られている居住困窮層(もしくは、住宅困窮者)が増え続けている。そのような不安定な居住状態
に置かれている人びとの｢居住及び生活ニーズ｣に対し、いっそうの包摂的な居住福祉実践や支
援が求められるようになった。これらの事象は、東アジアにも共通した社会現象であることも知
られ、問題に対応するための実践的研究の必要性が高まっていた。 
これまで、ホームレスなど居住困窮層に対する国家の伝統的な福祉サービスの割り当てでは、規
則に縛られた集団的な施設への収容や、自立の強調、そして臨時的かつ緊急保護的なサービスの
供給が強調されてきたが、その機能と有効性は評価の分かれるところである。このような問題を
先に経験してきた欧米では、ホームレス問題に対する直接的なサービスの供給から国家が退き、
それに代わる国家の政策方針として、後方支援的かつコーディネート的な役割にシフトしてき
たことが報告されている。この流れのなかで創り出された欧米の施策として、サービス付き住宅
(Supported Housing、以下、ＳＨ）やハウジング・ファースト施策(以下、ＨＦ)が知られてい
る。これは居住とサービスを一体化した複合的な支援モデルで、入居後のアフターケアによって
一定の成果が挙がっていることが報告されている(Tsemberis et al, 2004)。様々な社会的ニー
ズを抱えているヴァルナブルな社会的弱者層にとって、単体としての住宅のデリバリーだけで
は、彼ら・彼女らの多種多様な生活ニーズに応ずることが難しい。そこで注目したいのが、欧米
社会を中心に、1970 年代以降、福祉国家の停滞や市場の失敗によりもたらされた新たな社会問
題(新たな貧困、アンダークラス、社会的排除等)に対応してきた、民間支援団体による社会サー
ビスのデリバリーである。これは、国家と市場との中間領域に位置し、行政主導によるサービス
デリバリーの補完的な役割、もしくは後方支援型の行政システムによる官民協同のモデルとし
て効果を挙げている点が注目に値する。事業の受け皿としての代表的な組織形態として、社会的
企業、協同組合、NPO 等を挙げることができる。本研究では、以上のような学術的背景、また支
援現場での実践が行われて来た社会的状況を背景に、研究の対象を東アジア 3 か国に焦点を当
て、このような研究や実践が、いかなる形で当該国・地域で現れるのかに注目した国際共同によ
る比較調査を行った。 
２．研究の目的 
本研究は、類似した社会経済的な発展プロセスを経験する中で、いわゆる開発主義的な福祉制度
や実践経験を共有してきた東アジア 3 か国を研究対象に据え、とりわけ居住福祉政策と実践に
かかわる海外実地調査を中心に研究を進め、東アジアにおける居住福祉実践モデルの特徴を明
らかにするためのものである。居住福祉実践にかんしては、これを先に経験してきた欧米社会を
中心に、福祉国家の縮小化が進み、ターゲットに絞った支援が行われる中、民間部門による実践
モデルが、支援付き住宅(Supported Housing、以下、ＳＨ）、もしくは住宅第一主義モデル(ハウ
ジング・ファースト施策(以下、ＨＦ))という形で登場し、行政施策との関連性も課題となって
いる。本研究では、既存の支援モデルにかんする先行研究から得た知見を基に実地調査を進め、
東アジアにおける包摂的な居住福祉実践モデルの構築に向けた課題を明らかにすることを目的
に国際共同によるアクションリサーチを実施した。 
３．研究の方法 

本研究の対象範囲は、下表で示している東アジアの近隣３ヶ国(韓国、台湾、香港)である。

 
各地の概要を見ると、まず、韓国では、都心に残存する未認可簡易宿泊所(チョッパン)、郊外の



スクォッター地域(ビニルハウス村)、公営住宅やエスニックタウン等を主たる対象となってい

る。香港では九龍地域内に散在する老朽マンションの間仕切り部屋やルーフトップ等を対象と

した。ここに移住労働者や結婚移住者等のような居住困窮者が多く生活しているためである。台

湾でも台北市や新北市内の老朽アパートや原住民集住地域等を対象と設定し、当該地域の居住

者である生活困窮者(日雇い労働者や長期失業、家庭崩壊、単身等の社会的不利な状態にいる

人々)やそれらを支援する支援団体のスタッフ、そして当該地域の支援策を担当する行政等に対

するインタビュー調査等を実施した。調査に際しては、実務家を交えた国際共同による学際的な

アクションリサーチによる実践的な調査手法を展開したことも特記すべき点である。つまり、本

研究のメンバーの他、各地の支援団体のスタッフ、そして自治体職員にも調査に加わってもらい、

各地の実態や実践経験の共有に向けたプロセスを重視してきた。 

調査に際しては、個別対象に対する調査の他、フォーカスグループインタビュー、インテンシブ
なライフ・ヒストリー調査等を並行して実施し、総合的に事象を捉えられるよう試みた。研究チ
ームを中心に都市毎に調査を実施すると共に、毎年、各都市の共同研究者が一都市に集まり居住
福祉の理論と実践を議論するワークショップを開催してきたことも特徴的である。 

上記各対象地域すべてに対して、国際共同によるアクションを展開し、現場還元手法の定立に向

け、できるだけ当事者を巻き込んだ形で研究を実施した。以上により包摂的な居住福祉実践モデ

ルを提示し、かつその成果として、東アジアにおける研究や実践の両面における経験共有のプラ

ットフォームを構築するための研究を進めてきた。さらに、研究成果をホームページで公開する

他、本研究グループが編集に関わっている各種ジャーナルや報告書等の刊行物に多言語で発信

していく方法で研究を公開した。 

４．研究成果 
本研究は、人材及び学術的な交流を始め、居住困窮層への居住福祉実践に関わる政策実践や、社
会システムの交流や移転が積極的に展開されている東アジア 3 カ国を対象に進めた。社会経済
システムのグローバル化が加速する中、東アジア間では人口や資本の移動が拡大し、都市空間の
変容が進んでいる。本研究では、このような東アジア間の人口及び資本移動に注目し、都市規模
による地域特徴、人口移動のパターン、居住関連社会制度や資源の分布等による基礎的調査から、
東アジア都市の居住福祉実践モデルの構築に向けた研究へと進めることができた。調査対象の
範囲は、韓国（ソウル市の他、安山市、始興市等の地方都市）、香港(香港、九龍の深水埗区他)、
台湾（新北市板橋区、台北市萬華区、台中、花蓮他）等の大都市と基礎自治体等に分けられる。
全期間を貫く研究方法として、現場還元手法の方法論的な定立に向け、当該住居や地域居住者等
を含む、当事者参加型アクションリサーチを現場支援の実務家との連携の下で実施した。研究メ
ンバーを中心に対象都市毎に調査を実施すると共に、毎年、各都市の共同研究者が一都市に集ま
り居住福祉の理論と実践を議論するワークショップを開催してきた。まず、2016 年度には、東
アジアの都市における居住福祉実践の本格的な調査実施にかかわる研究会を数次にわたり開催
した。なお、共同研究による海外実地調査として、韓国ソウル市における居住福祉実践にかんす
る国際共同調査を実施し、当該都市における居住困窮層の支援や政策決定にかかわる行政機関
及び関連政策担当官へのインタビュー調査、行政資料の収集及び統計資料の分析を行った。これ
らを通じて得た知見については、研究報告会を開催し報告した(東アジア包摂型居住福祉実践研
究グループ編、『ソウル市における居住福祉実践と都市社会政策に関する調査研究報告』(URP 
Report Series39)、大阪市立大学都市研究プラザ)。なお、本科研グループと連動させる形で、
『関西都市学研究』(創刊号)及び『包摂都市のレジリエンス』(共編著)に研究成果の一部を発表
し、社会的発信を図った。居住福祉実践モデルの開発に向けたワークショップを台北にて実施す
ると共に、研究協議を兼ねてソウルで国際シンポジウムを開催した。 

2017 年度には、東アジアの都市における居住福祉実践の比較研究に向けて、国内での基盤づく

りを進めながら、都市間の交流を媒介する研究活動を実施した(2018 年 3 月 27 日に居住福祉実

践にかかわる研究者や実践家、都市自治体の職員に加わってもらい、「東アジアインクルーシブ

都市ネットワーク・ジャパン(ICN-Japan)」を立ち上げた)。国内の研究分担者や協力者による研

究会を数次にわたり開催したのに加え、都市自治体の職員(大阪市、堺市、八尾市、箕面市)との

交流の機会(「都市行政ネットワークセミナー」の開催)や、関東地域を中心に居住支援活動を展

開する「認定 NPO 法人世界の医療団」とも連携し、国際シンポジウム(ハウジング・ファースト

国際シンポジウム＠大阪)を開催した。共同研究グループによる海外実地調査としては、韓国の



ソウル市における居住福祉実践にかんする補足調査を実施し、居住困窮層の支援や政策決定に

かかわる行政機関及び施策担当官へのインタビュー調査、行政資料の収集及び統計資料の収集

及び分析を行った。台北市についても、共同研究者として自治体職員に加わってもらい、国際実

践セミナーを開催した。これにかんしては 5 月中に報告会を開催し、知見の共有を図った。な

お、大阪で国外の共同研究者を交えた国際ワークショップ(「第 7回東アジア包摂都市ネットワ

ーク・ワークショップ」、国内の研究者や居住支援関連団体、そして韓国、台湾、香港の自治体

職員や研究者、支援団体のスタッフ等に参加してもらった)を企画・実施し、本科研グループと

連動させる形で、『関西都市学研究』(第２号)に研究成果の一部を発表し、社会的発信を図った。 

2018 年度には、東アジアの都市における居住福祉実践の比較研究に向けた都市間の交流を強化

していくための拠点として発足させた、「東アジアインクルーシブ都市ネットワーク・ジャパン

(ICN-Japan)」との共同研究を進める形で研究を実施した。まず、科研課題を深めるための研究

会を継続して開催した。これには、科研課題にかかわる研究分担者や研究協力者に加え、居住福

祉実践にかかわる研究者や実践家、そして都市自治体の職員に多く加わってもらいながら実施

し 

た。研究会では、東アジア諸国に対する政治社会的な理解や、都市が抱える社会政策的な課題等

を取り上げた。海外実地調査では、ソウル市、台北市、香港市で、都市内の遊休資源等を活かし

たコーハウジングによる居住困窮層への支援に関連する調査を実施した。帰国後は、調査内容を

深めるための報告会を行い、調査実施から得た知見をまとめ、本研究代表者の所属先が発行する

「ブックレットシリーズ(『包摂都市ネットワークの最前線：東アジアインクルーシブ都市ネッ

トワーク・ジャパンの活動報告』、URP「先端的都市研究」シリーズ 16、全 76 頁)」に成果の一

部を公開した。また、本研究代表者が毎回企画調整を担当している「第 8回東アジア包摂都市ネ

ットワークワークショップ」を香港で開催した。なお、東アジアの都市間の比較研究に向けた理

論的な枠組みを探るための試みとして、研究分担者及び研究協力者と共同で、翻訳書(『東アジ

ア福祉資本主義の比較政治経済学：社会政策の生産主義モデル』)を本年 2 月に東信堂から刊行

した。 

研究の最終年度に当たる 2019 年度には、昨年度に引き続き、「包摂都市ネットワーク・ジャパン

(ICN-Japan)」との共同で研究を実施した。 

まず、本研究課題の一環として、2019 年 9月に台北で開催した国際ワークショップ(第 9回東ア

ジア包摂都市ネットワーク・ワークショップ)に向けた、参加者同士の交流も含めた事前学習を、

そして自治体職員には研修の場として、「都市行政ネットワークセミナー」を 6月から 8月まで、

計 4回開催した。同セミナーでは、本研究課題にかかわる関連研究者のみならず、自治体職員や

NPO・NGO 等の支援ワーカー、地域住民も交えながら、都市間の交流や福祉実践にかかわる積極

的な議論を行うことができた。これらの連続セミナー、そして上記の第 9回国際ワークショップ

の成果は、包摂都市ネットワーク・ジャパン編として、本研究代表者が所属する都市研究プラザ

のブックレットとして刊行した(『包摂都市ネットワークの最前線：包摂型都市のための社会的

革新』、URP「先端的都市研究」シリーズ 17、全 86頁)。なお、研究分担者や研究協力者と共に、

科研課題を深めるための研究会を継続して開催することを通して、研究の最終成果として、編著

(『東アジア都市の居住と生活：福祉実践の現場から』、東信堂)を刊行した。これは、これまで

4 年間にわたり、本研究課題に中心的に参画した分担者や協力者が研究会で報告した(東アジア

諸国における)各自の研究分担内容や、研究会での相互議論をまとめたものである。海外実地調

査では、ソウル市、台北市、香港市を対象に、居住困窮層への居住支援策として取り組んでいる

各国政府による社会住宅政策の現況と評価、そして居住者向けの居住支援サービスや生活支援



にかかわる福祉実践や、各種施策・制度等に関連する調査を実施した。帰国後は、調査内容を深

めるための報告会を上記の研究会と連動させる形で開催し、調査実施から得た知見をまとめ、先

述した「ブックレット」や編著に反映させる形で成果の一部を公開した。 

また、2019 年度の大きな成果の一つとして、先述した共同研究による研究成果の刊行に加え、

上記の台北で開催した第 9 回東アジア包摂都市ネットワーク・ワークショップを結実させる形

で、今後の都市間交流の地域組織となる「包摂都市ワットワーク台湾(ICN-Taiwan)」が発足され

たことが挙げられる。当該組織の形成にあたっては、本研究メンバーの働きかけが大きい。これ

は、既に活動中である、「包摂都市ネットワーク・ジャパン(ICN-Japan)」や「韓国抱擁都市ネッ

トワーク(ICN-Korea)」に次ぐ、東アジア居住福祉実践にかかわる 3番目の組織となった。なお、

これまでの研究やアクションリサーチの成果をさらに引き継ぐ形で、現在香港でも同様の組織

の設立に向けた準備が進められており、これにかんしては、今後ソウル市で開催予定の第 10 回

東アジア包摂都市ネットワーク・ワークショップで議論を深める予定にしている。 

本研究の結果、行政の支援策の有無如何による、民間の居住福祉実践の変容を確認することがで

きた。また、居住困窮層への居住支援分野においては、施設だけに偏った支援を乗り越えた形で、

地域での自立した生活を支えるための複合的な居住支援にかかわる居住福祉の理論や実践モデ

ルの開発や研究が進められていることを確認することができた。今後、各国における福祉システ

ムの分岐による影響との関連で、居住福祉実践と経済的アクションを組み合わせた、「社会開発

アプローチ」という観点からの研究がさらに求められる。なお、本研究ではこうした共同研究や

実践の経験共有を媒介できる国際共同のプラットフォームの構築を目指してきた点も大きな意

義である。 
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